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東京きらぼしフィナンシャルグループ
「お客さま本位の業務運営」
２０２２年度取組み状況
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東京きらぼしフィナンシャルグループ「お客さま本位の業務運営」の取組み

■東京きらぼしフィナンシャルグループでは、「お客さま本位の業務運営」を徹底するため、グループ共通の指針となる「東

京きらぼしフィナンシャルグループのお客さま本位の業務運営に関する取組方針」を策定・公表しております。

■本資料ではきらぼしグループ（以下、きらぼしG）の2022年度の取組み状況をお知らせいたします。

本取組方針に基づく取組みを実践するグループ会社

◆株式会社きらぼし銀行 ◆きらぼしライフデザイン証券株式会社

「お客さま本位の業務運営に関する取組方針」に基づく2022年度アクションプラン

項目 顧客本位の業務運営に関する原則（※） 掲載箇所

お客さまの最善の利益の追求 原則２ P2.~P.10

利益相反の適切な管理 原則３ P.11

手数料の明確化 原則４ P.12

重要な情報のわかりやすい提供 原則５ P.13

お客さまにふさわしいサービスの提供 原則６ P.14～P.31

従業員に対する適切な動機付けの枠組みなど 原則７ P.32

※ 【原則】は、金融庁が公表している「顧客本位の業務運営に関する原則」（2021年1月改訂）との対応を示しております。
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１．お客さまの最善の利益の追求

■地域金融グループとして高度な専門性と職業倫理のもとに、真にお客さま本位の業務運営を徹底し、お客さまのために何ができるのかを

真剣に考えてまいります。

■お客さまに末永くお取引きいただけるよう、公正・誠実で質の高いサービスの提供と、きらぼしのブランド力向上に努めます。

■お客さまの最善の利益の追求のために、お客さまが目指すゴールを共に実現することを、従業員のやりがいとする企業文化を醸成してまい

ります。

単位：億円

「長期・分散」の資産形成をベースに各商品をバランスよくご提案する取組みを行った結果、預かり資産残高は前年度比+487億円となりました。きらぼ
しグループでは、お客さまのご提案に基づくお金の色分けをご提案し、資産運用に関するご提案は長期分散投資をベースに実践してまいります。
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３

１．お客さまの最善の利益の追求

＜投資信託、きらぼしラップ の残高と販売額、解約額＞

長期分散投資をベースとしたご提案を実践した結果、2023年3月末の残高は投資信託2,534億円・きらぼしラップ660億円となりました。

Ⅰ．投資信託の期末残高と販売額、解約額

※きらぼしラップとは、投資一任勘定（ファンドラップ）の商品名です。

※

Ⅱ．きらぼしラップの期末残高と販売額、解約額
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１．お客さまの最善の利益の追求

【KPI①】投資信託、きらぼしラップの残高と販売額、解約額
【KPI②】投資信託、きらぼしラップ保有顧客数

お客さま本位の業務運営を徹底し、ゴールベースアプローチの実践を継続したことにより、投資信託・きらぼしラップをご利用頂いているお客さま
の数は増加しております。

Ⅲ．投資信託、きらぼしラップの期末残高と販売額、解約額 Ⅳ．投資信託、きらぼしラップ保有顧客数
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１．お客さまの最善の利益の追求

【KPI③】投資信託の平均保有年数
【KPI④】つみたて投資信託契約先数と平均積立額

お客さまの安定的な資産運用を目指し、「長期・分散」をベースとしたご提案を行った結果、投資信託の平均保有年数は8.5年に伸びました。「長期・分
散」をベースとした資産形成の手段となるつみたて投信の月間平均積立額、ご利用頂いているお客さまの数も順調に増加しております。
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１．お客さまの最善の利益の追求

【KPI⑤】比較可能な共通KPI：運用損益別顧客比率（投資信託）

きらぼし銀行

運用損益がプラスのお客さま
2021年3月末：74.2％
2022年3月末：81.0％
2023年3月末：75.7％

運用評価がプラスのお客さまの割合75.7％(2023年3月末）

【投資信託】運用損益別顧客比率（きらぼし銀行）
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運用評価がプラスのお客さまの割合58.4％(2023年3月末）
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１．お客さまの最善の利益の追求

【KPI⑤】比較可能な共通KPI：運用損益別顧客比率（投資信託）
KLD証券

運用損益がプラスのお客さま
2021年3月末：68.2％
2022年3月末：69.8％
2023年3月末：58.4％
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１．お客さまの最善の利益の追求

【KPI⑤】比較可能な共通KPI：運用損益別顧客比率（投資信託）

運用損益がプラスのお客さまの割合71.6％(2023年3月末）

運用損益がプラスのお客さま
2021年3月末：73.6％
2022年3月末：79.7％
2023年3月末：71.6％

きらぼしG合算
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１．お客さまの最善の利益の追求

【KPI⑤】比較可能な共通KPI：運用損益別顧客比率（きらぼしラップ）
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運用損益がプラスのお客さま
2021年3月末：86.3％
2022年3月末：81.9％
2023年3月末：37.0％

運用損益がプラスのお客さまの割合37.0％(2023年3月末）
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１．お客さまの最善の利益の追求

【KPI⑥】比較可能な共通KPI：運用評価別顧客比率（外貨建保険）
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運用損益がプラスのお客さま
2022年3月末：81.1％
2023年3月末：61.7％
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２．利益相反の適切な管理

■導入する新商品の選定や情報提供においては、グループ運用会社の商品や手数料などにとらわれることなく、お客さまのニーズやご意向に

ふさわしい選定を行い、ご理解を得るように努めます。

■グループ各社間の連携を図り、引き続き利益相反の適切な管理を行ってまいります。

【KPI⑦】グループ会社のファンド販売比率

【グループ運用会社：スカイオーシャンアセットマネジメント】
グループ会社の商品に偏ることなく、お客さまの様々なニーズにふさわしい商品をご提案してまいります。
きらぼし銀行で取扱中の生命保険「ハイブリッドアセットライフ」の選択可能ファンドにはスカイオーシャンアセットマネジメントの商品が含まれて
おりますが、契約額に占める選択比率は28.84％となっております。
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１２

３．手数料の明確化

■お客さまにご負担いただくサービスや金融商品に関する手数料、その他費用について明確化し、その内容にふさわしい商品説明や情報提

供を行ってまいります。

【ファンドセレクション】 【KLD証券の手数料に関する取組み】 ※

■預かり資産残高1,000万円以上で投資信託の購入時手数料が実質無料
■移管手数料のキャッシュバック
■投資信託オンラインサービスでの投信購入時手数料を完全無料化

※取扱条件については、営業店にご確認下さい。



１３

４．重要な情報のわかりやすい提供

【情報提供冊子】

■お客さま向けへの情報提供やご相談の機会として、各営業店にて、
セミナーや個別相談会を実施しております。

■店頭への来店が難しいお客さまでも、気軽に参加いただけるよう
オンラインでのセミナーを開催しております。

オンラインセミナー 開催テーマ

それが知りたかった、大規模金融緩和の本当の出口

人生100年時代 オンデマンド動画配信セミナー

為替動向セミナー

投資信託オンラインセミナー（保有者向けセミナー）

お客さま向けセミナー・個別相談会の開催

お客さまへのわかりやすい情報提供

■お客さまのライフプランやお悩みに合わせて、ツールを用いながら、

お一人おひとりに合わせた丁寧な情報提供・ご説明に努めて

おります。

■お客さまが商品を選択・判断する上で重要となる情報（「商品

内容」「リスクと運用実績」「費用」「換金・解約の条件」など)

について、「重要情報シート」を用いてご説明することで、

わかりやすい情報提供に努めております。

【重要情報シート】

■お客さまとの間に情報の非対称性があることを認識し、サービスや金融商品のリスク、手数料などの重要な情報について、わかりやすい説明

に努めます。

■「重要な情報」を明確化し、よりわかりやすい情報提供を行ってまいります。

■サービスや金融商品をパッケージとしてご提案する場合は、個別に購入した場合と比較できるよう、それぞれの重要な情報の提供に努めます。

■お客さまの知識、経験などを共有しながら、サービスや金融商品の複雑性やリスクに留意し、明確でわかりやすい内容の情報提供に努めます。



１４

５．お客さまにふさわしいサービスの提供

【Web投資信託口座開設サービス】

きらぼし銀行では、2022年度より、お客さまの利便性の向上を目的に、 Web完結の投資信託口座開設サービスを開始しております。
お客さまご自身のスケジュールに合わせてきらぼしグループのサービスをご利用頂けます。

印
鑑

印鑑不要来店不要 最短、翌営業日に口座開設

Web投信口座開設のお手続きは４ステップで完了します。

✔メールアドレスの
ご登録

本人確認書類と
顔の撮影

お客さま情報の
ご入力

申込受付完了の
ご案内メール受信

ステップ① ステップ② ステップ③ ステップ④



印
鑑

１５

５．お客さまにふさわしいサービスの提供

【タブレット端末による金融商品のご提案】

【インターネットバンキングの利便性の向上】

「投資信託」・「生命保険」・「金融商品仲介」の3つの分野で、タブレット端末による申込受付を行っております。申込時間を短縮することで、
お客さまとの会話、対話時間をより長く確保し、より良いサービスの提案を行っております。

印鑑不要お客さま記入欄の削減タブレット端末での情報提供

「きらぼしホームダイレクトアプリ」により、お客さまの利便性向上に努めております。

・アプリから投資信託の購入・換金や住宅ローンの繰り上げ返済も可能です。

・「一生通帳 by Moneytree」と連携し、お金を一括管理できます。

・生体認証に対応し、かんたんにアプリへログインできます。



５．お客さまにふさわしいサービスの提供

【きらぼしプレミアムデスクの開設】

■お客さまの利便性・満足度向上の取組みの一環として、ご来店いただかなくてもお客さまへのアフターフォローやご提案ができるよう、「プレ

ミアムデスク」を開設しております。

■ 「プレミアムデスク」では、専属の行員を配置し、お電話やオンライン面談による各種ご案内・フォローを中心に行っております。

■お客さまの利便性を維持しながら、「いつでもアクセス可能な存在」として、ご来店時と変わらぬサービスの提供を行っております。

■お客さまよりご来店でのご相談希望やお取引きのご意向があった場合には、営業店と情報連携を行い、スムーズなご案内を行っております。

プレミアムデスク

・お持ちいただいている金融商品のアフターフォロー、現在の市場環境やマーケット動

向のお知らせ、お客さまの疑問点の解消などを目的にお電話をいたしております。

・資料などを用いてご案内させていただく場合には、オンライン相談システム「ROOMS」

を活用した面談も実施しております。

営業店

・プレミアムデスクと連携して、お客さまのご対応・フォローを行っております。
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５．お客さまにふさわしいサービスの提供

【オカネコ（お金の健康診断）サービスの開始】

※オカネコ（お金の健康診断）サービスは株式会社400F(フォーハンドレッド・エフ)との連携で提供しております。

お金に関するご質問にお答えいただくだけで、家計や投資に関する診断を行い、チャットでお金の悩みをプランナーに相談できるサービスを
無料で展開しております。

STEP1

•簡単な質問に答えて、3分でお金の健康状態を診断

•すぐに結果を確認

•情報は非公開・匿名なので安心

STEP2

•結果にプランナーからコメント

•診断結果から資産状況をまるごと分析

•きらぼし銀行のプランナーからコメントをお届け

STEP3

•実力の確かなプランナーとチャットで相談

•プランナーがお客さまの資産状況を見てアドバイス

•「来店予約」により店頭での案内も可能。

【お金の健康診断 for  きらぼし銀行 サービスイメージ】
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５．お客さまにふさわしいサービスの提供

【投資信託・きらぼしラップ・保険の商品構成】
きらぼしグループの投資信託、きらぼしラップ、および保険の商品ラインナップは以下の通りです。幅広い商品の中からお客さまのニーズに合わせて最適な商品をお選

びいただけるよう、ラインナップを整備しております。 ※きらぼしグループでは金融商品の組成は行っておりません。

※2023年3月末時点のラインナップです。
※取扱ファンド数(合計)にはきらぼし銀行・ＫＬＤ証券で重複して取扱いするファンドは含まれておりません。
※生命保険について引受保険会社の公平な評価の為、㈱投信・保険ビジネス総合研究所によるモニタリングを実施しております。

■お客さまにふさわしいサービスや金融商品の提供のために、定期的なラインナップの見直しを実施いたします。

■サービスや金融商品のご提案時には複数提案を実施し、類似のサービスや金融商品と比較検討可能な情報提供に努めます。

■お客さまの思いを理解し、ご資産全体の把握に努め、最適なサービスや金融商品の提供を実践してまいります。

取扱ファンド数（合計）※ きらぼし銀行 商品比率

きらぼし銀行 KLD証券 26 -

160 150 118 - 円建 10 38%

国内株式 18 17 10 11% 終身保険 6 23%

国内債券 3 3 2 2% 個人年金保険 3 12%

海外株式 55 49 37 34% 変額保険 1 4%

グローバル 30 28 23 19% 外貨建 16 62%

先進国 16 12 12 10% 終身保険 12 46%

新興国 9 9 2 6% 個人年金保険 4 15%

海外債券 24 24 14 15%

グローバル 7 7 6 4% きらぼし銀行 商品比率

先進国 9 9 4 6% 14 -

新興国 8 8 4 5% 終身保険 2 14%

REIT 13 13 12 8% 個人年金保険 2 14%

バランス型 36 33 29 23% 医療ガン保険 8 57%

その他資産 11 11 6 7% 収入保障保険 1 7%

1 - 1 - 介護・認知症保険 1 7%

取扱商品

【平準払保険商品】

【一時払保険商品】

きらぼしラップ

取扱ファンド

商品比率

（合計）
【投資信託】・【きらぼしラップ】

取扱商品
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５．お客さまにふさわしいサービスの提供

【きらぼしグループでご提案する複数のアセットクラスを有する商品の提案区別例】

■お客さまの金融知識や取引経験、ご資産の状況、目的、ニーズなどを共有し、お客さまにふさわしいサービスや金融商品をご提案するために、

グループ機能を発揮し、ゴールベースアプローチを実践します。

・ お客さまの安定的な資産形成のために、長期・分散投資の提案を行います。複数のアセットクラスを有する商品をご案内する際には、

お客さまのご意向やライフプランにあわせて、最適なご提案をするように努めています。

・ ご相談・ご提案にあたっては、「金融商品に関するご相談シート」を用いて、お客さまのご意向や資産状況等をお伺いし、幅広いラインナップ

の中から、お一人おひとりに合ったご提案を行っております。

・ 仕組みが複雑な商品については、行内の取扱基準の見直しを行うとともに、行員の知識向上にも日々取り組んでおります。

・ 仕組債について、取扱い基準の見直しを図りました。今後もお客さまの金融知識や経験、ご資産の状況などを共有し、きらぼしグループ

として最適なサービスの提供、ご提案ができるように、随時見直しを図る体制としてまいります。
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５．お客さまにふさわしいサービスの提供

【ＫＰＩ⑧】比較可能な共通ＫＰＩ ：投資信託の残高上位20ファンドのコスト･リターン

KLD証券

コスト リスク リターン シャープレシオ

2021年3月末 1.94% 11.15% 6.26% 0.56

2022年3月末 1.93% 11.61% 7.66% 0.66

2023年3月末 1.82% 13.44% 6.52% 0.48

順位 銘柄名 コスト リスク リターン
シャープ

レシオ

1 ダイワＪ－ＲＥＩＴオープン（毎月分配型） 1.2% 15.0% 4.3% 0.3

2 グローバル・ロボティクス株式ファンド（年２回決算型） 2.6% 21.4% 13.2% 0.6

3 投資のソムリエ 1.9% 3.7% -0.4% -0.1

4 ファイン・ブレンド（毎月分配型） 1.8% 4.8% 2.2% 0.5

5 ブレンドシックス 1.7% 4.5% 0.3% 0.1

6 ピクテ・グローバル・インカム株式ファンド（毎月分配型） 2.5% 15.5% 10.0% 0.6

7 ｉＦｒｅｅ　Ｓ＆Ｐ５００　インデックス 0.2% 17.8% 15.5% 0.9

8 ピクテ・マルチアセット・アロケーション・ファンド 2.3% 5.0% 0.6% 0.1

9 ダイワＵＳ－ＲＥＩＴオープンＢコース（毎月決算型）（為替ヘッジなし) 2.2% 18.5% 11.1% 0.6

10 ニッセイ豪州ハイ・インカム株式ファンド（毎月決算型） 2.5% 23.9% 5.1% 0.2

11 セゾン・バンガード・グローバルバランスファンド 0.6% 9.9% 7.2% 0.7

12 グローバル・ロボティクス株式ファンド（１年決算型） 2.6% 21.5% 13.1% 0.6

13 グローバル・アロケーション・オープン　Ｂコース 2.4% 12.2% 7.8% 0.6

14 たわらノーロード　日経２２５ 0.2% 17.1% 7.4% 0.4

15 次世代米国代表株ファンド 2.3% 18.6% 11.4% 0.6

16 ファイン・ブレンド（資産成長型） 1.8% 4.8% 2.2% 0.5

17 ピクテ・アセット・アロケーション・ファンド（毎月分配型） 2.0% 6.2% 2.2% 0.4

18 グローバル・アロケーション・オープン　Ａコース 2.4% 12.2% 7.8% 0.6

19 セゾン資産形成の達人ファンド 1.5% 17.5% 9.7% 0.6

20 ｉＦｒｅｅ　Ａｃｔｉｖｅ　ＥＶ　 1.4% 30.3% 12.9% 0.4

残高加重平均値 1.8% 13.4% 6.5% 0.5

きらぼし銀行

コスト リスク リターン シャープレシオ

2021年3月末 2.00% 12.44% 5.57% 0.45

2022年3月末 1.97% 12.46% 7.57% 0.61

2023年3月末 1.90% 13.44% 6.26% 0.47

順位 銘柄名 コスト リスク リターン
シャープ

レシオ

1 グローバル・ロボティクス株式ファンド（年２回決算型） 2.6% 21.4% 13.2% 0.6

2 ダイワＪ－ＲＥＩＴオープン（毎月分配型） 1.2% 15.0% 4.3% 0.3

3 ブレンドシックス 1.7% 4.5% 0.3% 0.1

4 ファイン・ブレンド（毎月分配型） 1.8% 4.8% 2.2% 0.5

5 ピクテ・グローバル・インカム株式ファンド（毎月分配型） 2.5% 15.5% 10.0% 0.6

6 ニッセイ豪州ハイ・インカム株式ファンド（毎月決算型） 2.5% 23.9% 5.1% 0.2

7 ファイン・ブレンド（資産成長型） 1.8% 4.8% 2.2% 0.5

8 新光ＵＳ－ＲＥＩＴオープン 2.2% 18.2% 7.9% 0.4

9 ピクテ・アセット・アロケーション・ファンド（毎月分配型） 2.0% 6.2% 2.2% 0.4

10 グローバル・ソブリン・オープン毎月決算型 1.7% 4.8% 1.6% 0.3

11 ダイワＵＳ－ＲＥＩＴオープンＢコース（毎月決算型）（為替ヘッジなし) 2.2% 18.5% 11.1% 0.6

12 フィデリティ・ＵＳリート・ファンドＢ（為替ヘッジなし） 2.1% 18.9% 10.4% 0.5

13 ＭＨＡＭ　Ｊ－ＲＥＩＴインデックスファンド（毎月決算型） 1.2% 14.9% 4.5% 0.3

14 インデックスファンド２２５ 0.9% 17.1% 7.0% 0.4

15 スマート・ラップ・ジャパン（毎月分配型） 1.8% 5.8% 0.6% 0.1

16 グローバル・アロケーション・オープン　Ｂコース 2.4% 12.2% 7.8% 0.6

17 ｉＦｒｅｅ　Ｓ＆Ｐ５００　インデックス 0.2% 17.8% 15.5% 0.9

18 スカイオーシャン・コアラップ（安定型） 2.2% 6.2% 1.9% 0.3

19 ニッセイ／パトナム・インカムオープン 2.2% 5.7% 4.3% 0.8

20 外国株式インデックス・オープン 1.1% 18.0% 12.8% 0.7

残高上位20ファンド(設定5年以上のファンド)加重平均値 1.9% 13.4% 6.3% 0.5
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５．お客さまにふさわしいサービスの提供

【ＫＰＩ⑧】比較可能な共通ＫＰＩ ：投資信託の残高上位20ファンドのコスト･リターン（きらぼしG合算）

【きらぼしG合算】

コスト リスク リターン シャープレシオ

2021年3月末 2.02% 12.08% 5.86% 0.48

2022年3月末 1.97% 11.91% 7.32% 0.61

2023年3月末 1.90% 13.48% 6.39% 0.47

順位 銘柄名 コスト リスク リターン
シャープ

レシオ

1 ダイワＪ－ＲＥＩＴオープン（毎月分配型） 1.2% 15.0% 4.3% 0.3

2 グローバル・ロボティクス株式ファンド（年２回決算型） 2.6% 21.4% 13.2% 0.6

3 ブレンドシックス 1.7% 4.5% 0.3% 0.1

4 ファイン・ブレンド（毎月分配型） 1.8% 4.8% 2.2% 0.5

5 ピクテ・グローバル・インカム株式ファンド（毎月分配型） 2.5% 15.5% 10.0% 0.6

6 投資のソムリエ 1.9% 3.7% -0.4% -0.1

7 ニッセイ豪州ハイ・インカム株式ファンド（毎月決算型） 2.5% 23.9% 5.1% 0.2

8 ダイワＵＳ－ＲＥＩＴオープンＢコース（毎月決算型）（為替ヘッジなし) 2.2% 18.5% 11.1% 0.6

9 ｉＦｒｅｅ　Ｓ＆Ｐ５００　インデックス 0.2% 17.8% 15.5% 0.9

10 ファイン・ブレンド（資産成長型） 1.8% 4.8% 2.2% 0.5

11 ピクテ・アセット・アロケーション・ファンド（毎月分配型） 2.0% 6.2% 2.2% 0.4

12 ピクテ・マルチアセット・アロケーション・ファンド 2.3% 5.0% 0.6% 0.1

13 グローバル・アロケーション・オープン　Ｂコース 2.4% 12.2% 7.8% 0.6

14 新光ＵＳ－ＲＥＩＴオープン 2.2% 18.2% 7.9% 0.4

15 グローバル・ロボティクス株式ファンド（１年決算型） 2.6% 21.5% 13.1% 0.6

16 ＭＨＡＭ　Ｊ－ＲＥＩＴインデックスファンド（毎月決算型） 1.2% 14.9% 4.5% 0.3

17 フィデリティ・ＵＳリート・ファンドＢ（為替ヘッジなし） 2.1% 18.9% 10.4% 0.5

18 セゾン・バンガード・グローバルバランスファンド 0.6% 9.9% 7.2% 0.7

19 スマート・ラップ・ジャパン（毎月分配型） 1.8% 5.8% 0.6% 0.1

20 次世代米国代表株ファンド 2.3% 18.6% 11.4% 0.6

残高加重平均値 1.9% 13.5% 6.4% 0.47
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５．お客さまにふさわしいサービスの提供

【ＫＰＩ⑧】比較可能な共通ＫＰＩ：投資信託の残高上位20ファンドのコスト･リターン（きらぼし銀行）
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（設定後5年以上経過ファンドのみ）

コスト

2022年3月末

◆ 残高加重平均
リターン コスト

7.57% 1.97%

リ

タ

ー
ン

◆ 残高加重平均
リターン コスト

6.26% 1.90%



２３

５．お客さまにふさわしいサービスの提供

【ＫＰＩ⑧】比較可能な共通ＫＰＩ ：投資信託の残高上位20ファンドのコスト･リターン（KLD証券）
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【ＫＰＩ⑧】比較可能な共通ＫＰＩ ：投資信託の残高上位20ファンドのコスト･リターン（きらぼしG合算）
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6.39% 1.90%
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５．お客さまにふさわしいサービスの提供

【ＫＰＩ⑨】比較可能な共通ＫＰＩ ：外貨建保険の残高上位・銘柄別コスト･リターン

※保険商品は保障機能がありますので、コスト・リターンを投資信託などと同一に比較することはできません。
※算出条件に合致する商品は18商品のみです。
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【ＫＰＩ⑨】比較可能な共通ＫＰＩ ：外貨建保険の残高上位・銘柄別コスト･リターン
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【ＫＰＩ⑩】比較可能な共通ＫＰＩ：投資信託の残高上位 20ファンドのリスク･リターン（きらぼし銀行）
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【投資信託】残高上位20ファンドのリスク・リターン（きらぼし銀行）
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５．お客さまにふさわしいサービスの提供

【ＫＰＩ⑩】比較可能な共通ＫＰＩ：投資信託の残高上位 20 ファンドのリスク･リターン（KLD証券）
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５．お客さまにふさわしいサービスの提供

【ＫＰＩ⑩】比較可能な共通ＫＰＩ：投資信託の残高上位 20 ファンドのリスク･リターン（きらぼしG合算）
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５．お客さまにふさわしいサービスの提供

【ＫＰＩ⑪】アフターフォローの対象件数と実施率
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(人)

きらぼし銀行の
フォローアップ制度

【バースデイフォロー】

お誕生日の2か月前より実施する総合的なアフターフォロー

【定例フォロー】

6月・12月に運用状況により
行うフォロー

【相場急変時フォロー】

相場急変時にマーケット環境を
ご説明するフォロー

【保険サンクスフォロー】

保険証券到着時期に契約内
容の確認をするフォロー

【きらぼしラップフォロー】

きらぼしラップのご契約者さまを
対象としたフォロー

■お客さまのライフイベントの変化にあわせて適切な情報の提供を行うために、定期的なアフターフォローの実施に努め、対応状況をグループ

全体で適宜検証してまいります。

・契約内容の再確認や情報提供だけでなく、変化するお客さまのライフプランや資産状況に合った契約内容見直しのご相談を通して、

お客さまに長く安心してお取引きいただけるように努めてまいります。
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５．お客さまにふさわしいサービスの提供

【人材育成プログラム・PB道場】

知識・スキルに応じた階層別の人材育成プログラムとして、

『PB道場』を開講し、実践的な提案力向上を図っています。

ベーシックコース

リテール営業の基礎知
識を学び、実践に活か
すことを目的とした対面
型研修。

スタンダードコース

首都圏マーケットにおけ
る個人営業力強化を目
的とした、対面による実
践型研修。

エキスパートコース

高度な金融知識やコン
サルティング提案力強化
を目的とした、支店長・
本部指導役向け研修。

【オンラインを活用した勉強会開催・動画配信】

■マーケット動向の把握や、知識向上を目的に、定期的な

オンライン勉強会を開催しています。

■社内動画配信ツールでは、多様なプログラムを配信し、

いつでもどこでも学べる体制を構築しています。

■コンサルティング力強化のために、人材育成プログラムを導入し、従業員の意識向上を図り、お客さまにふさわしい情報提供を実践してまいります。

【スキルカルテによる知識・スキルの可視化】

「スキルカルテ」のチェックにより、各担当者ごとの習熟度・課題を

確認しています。上席や支店長も担当者のスキルチェックを行い、

客観性を以てチェックを行い、研修やオンライン勉強会の参加や、

営業店におけるOJT指導を通して、スキルアップを図っています。

人材育成プログラムと
スキルカルテの運用イメージ

・行員の知識・スキルを可視化した「スキルカルテ」を新たに導入しました。行員ごとの習熟度・課題を定期的に確認する取組みを行うこと

で、行員の資質維持向上に努めております。
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6．従業員に対する適切な動機付けの枠組みなど

■従業員はお客さまからの預かり資産残高が増加することを重視し、お客さまから信頼を得ることをきらぼしグループの評価の機軸として実践して

まいります。

■グループの専門機能を活用することで、お客さまの金融リテラシーの向上と、きらぼしグループの全従業員が継続的に学ぶ文化を構築してまいります。

■全従業員に対して本方針を周知し、これに基づき業務が行われるよう支援するとともに、適切な活動を維持するための体制を整備してまいります。

【お客さま本位の業務運営の定着に向けた取組み】

ＦＤ
公表

取組
啓蒙

課題
改善

取組状況
ヒアリング

お客さま本位の業務運営の定着を目的に、取組方針・アクションプラン公表
後、本部より営業店を臨店し、取組みについての啓発活動を行っています。
臨店時に上がった課題・改善事項は、翌年の取組方針・アクションプランに反
映することで、本取組みの定着を図っています。

お客さまの資産形成に資する「長期」・「分散」・「積立」をキーワードとした運
用商品や、死亡保障や長生きリスクに備える保険商品などを取り扱い、多様
なお客さまのニーズにお応えすることで、従業員が評価される業績表彰体制
を整備しております。

従業員に対する適切な動機付け
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【各指標等のご説明】

<指標の内容>

指 標 の 内 容

ＫＰＩ ① 投資信託、きらぼしラップの残高と販売額、解約額 ＫＰＩ ⑦ グループ会社のファンド販売比率

ＫＰＩ ② 投資信託、きらぼしラップ保有顧客数 ＫＰＩ ⑧ 投資信託の残高上位20ファンドのコスト・リターン ＊

ＫＰＩ ③ 投資信託の平均保有年数 ＫＰＩ ⑨ 外貨建保険の残高上位・銘柄別コスト・リターン ＊

ＫＰＩ ④ つみたて投資信託契約先数と平均積立額 ＫＰＩ ⑩ 投資信託の残高上位20ファンドのリスク・リターン ＊

ＫＰＩ ⑤ 運用損益別顧客比率（投資信託、きらぼしラップ） ＊ ＫＰＩ ⑪ アフターフォローの対象件数と実施率

ＫＰＩ ⑥ 運用評価別顧客比率（外貨建保険） ＊
＊「投資信託の販売会社における比較可能な共通KPI」・ 「外貨建保険の販売会社における比較可能な共通KPI」に該当するKPI

〇「共通KPI」とは、2018年6月29日（投資信託）・2022年1月18日（外貨建保険）に金融庁が公表した、リスクや手数料等に見合ったリターンを「見
える化」するための以下５つの指標のことを指します。

（１）運用損益別顧客比率（投資信託・きらぼしラップ）

投資信託を保有しているお客さまについて、基準日（毎年3月末）時点で保有している投資信託
に係る購入時以降の累積の運用損益を算出し、運用損益率（運用損益の金額÷基準日時点の
時価評価金額）別に口座数の比率を示した指標です。基準日までに全部売却・償還された銘柄
は含まれません。

（２）投資信託預かり残高上位20銘柄のコスト・リターン
投資信託の預かり残高上位20銘柄について、コスト（販売手数料率の1/5と信託報酬率の合計
値）とトータルリターン（過去5年間の基準価額の月次騰落率を年率換算）をプロットした指標です。

（３）投資信託預かり残高上位20銘柄のリスク・リターン
投資信託の預かり残高上位20銘柄について、銘柄毎及び預かり残高加重平均のリスク（過去５
年間の月次リターンの変動（年率換算））とリターン（過去５年間のトータルリターン（年率換算））
をプロットした指標です。

（４）運用評価別顧客比率 （外貨建保険） ※
基準日（毎年3月末）に外貨建保険を保有している各顧客について、購入時以降のリターンを算
出し、全顧客を100％とした場合のリターン別の顧客分布を示したものです。

（５）銘柄別顧客リターン （外貨建保険） ※
基準日時点で5年以上保有している契約が対象。外貨建保険の各銘柄について、平均コストと平
均リターンをプロットした指標です。

※外貨建保険は、保障と運用を兼ねており、満期や死亡の際には保険金が支払われます。解約時には解約返戻金が支払われますが、保険商品は長期
保有を前提としており、特に、契約後の早い段階に解約した場合に受け取る解約返戻金は、一定額の解約控除等により、一時払保険料を下回る場
合が多くあります。

※解約返戻金は基準日時点の為替レートで円貨換算しており、満期まで保有した場合や、外貨で受け取る場合の評価とは異なります。
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